
 

 

   
 
 
 

 
 

 
 

    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

    
 
 

「 

三
日
坊
主 

 

」 

★ 
理
事
長
の
問
わ
ず
語
り 

★ 

一 
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「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
大
き
な
目
標
も
小
さ
な
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

物
事
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
遠
い
目
標
に
向
か
っ
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
事
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
年
こ
そ
は
念
願
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
勉
強
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
、
健
康
の
た
め
に
運
動
を
始
め
た
り
、
食
事

に
気
を
付
け
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
、
趣
味
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
み
よ
う
、
ま
た
、
も
う
一
度
自
分

の
受
け
持
っ
て
い
る
担
当
業
務
を
間
違
い
の
な
い
仕
事
に
な
っ
て
い
る
の
か
一
か
ら
見
直
し
て
み
よ
う
な
ど
、
そ
ん
な
目
標

を
立
て
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

し
か
し
、
決
意
は
す
る
も
の
の
、
実
行
が
続
か
ず
、
途
中
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
三
日
坊
主
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
継
続
の
難
し
さ
は
、
誰
も
が
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

そ
う
い
う
私
も
、
こ
れ
ま
で
何
冊
も
の
日
記
帳
を
買
い
続
け
ま
し
た
が
、
正
に
三
日
は
続
く
の
で
す
が
四
日
目
あ
た
り
に

な
り
ま
す
と
、
「
今
日
一
日
ぐ
ら
い
飛
ば
し
て
も
明
日
書
け
ば
い
い
や
」
と
の
思
い
に
負
け
て
し
ま
い
、
い
つ
ま
で
経
っ
て

も
「
明
日
」
「
明
日
」
と
先
延
ば
し
に
し
て
、
つ
い
に
は
翌
年
の
元
日
を
迎
え
て
し
ま
う
始
末
で
し
た
。
白
紙
の
日
記
帳
を

見
る
に
つ
け
、
自
分
の
弱
さ
が
い
つ
も
情
け
な
く
、
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。 

 

そ
れ
で
も
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
「
よ
し
、
も
う
一
度
」
と
繰
り
返
す
こ
と
で
、
そ
れ
が
少
し
ず
つ
習
慣
と
な
り
、
や

が
て
目
標
に
近
づ
い
て
ゆ
く
の
で
す
。 

 

最
初
は
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、
失
敗
の
中
に
も
学
ぶ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
想
い
や
姿
勢
が
次
の
一
歩
に
繋
が
り
、
新
し
い
自
分
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
継
続
の
原
動
力
に
な
る
の
で
す
。 

 

今
年
度
の
目
標
を
、
た
だ
の
願
望
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
ど
こ
か
で
け
じ

め
を
つ
け
、
小
さ
い
一
歩
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
の
積
み
重
ね
に
挑
戦
し
た
い

も
の
で
す
。 

 

箴
言
に
も
「
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
勝
と
う
と
す
る
努
力
は
で
き
る
」

と
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
努
力
す
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
ね
。 

4
月 

 



 

 

 

特養 

二 

★叶えようプロジェクト★ 甲子園へ！ 特養 

キッチンカー ベリーファームうえむら様 養護 

 見た目も可愛らしく、思わず「どれにしようかな」と迷ってしまうほど。 

普段とは少し違う特別なスイーツの時間を楽しまれていました！ 

桜の壁面制作 デイ・センター 

いちごパフェ 

いちごスムージー 
いちごアイス 

 色とりどりの折り紙を使い、まずは花びら作りからスタート。  

「ここがいいかな」「もう少し上にしようか」と声を掛け合いながら、

思い思いに花びらを重ねていきます。 

 完成した桜は、まるで本物のような華やかさ。  

みんなで作り上げた作品に、達成感と笑顔が広がりました(^^) 

 阪神ファンのご利用者と職員2名で、阪神対ソフトバンクの試合観戦に出掛けました。  

久しぶりの球場の雰囲気に胸を弾ませながら、熱気あふれるスタンドで応援。  

 大好きな湯浅投手が登板！ 見事阪神が勝利！！ 

「来てよかった！」と満面の笑顔のご利用者に職員も感激。 

 球場では働いているご親族の方とも再会が叶いました！ 

ユニフォームを着て応援♪ 

大辻力士ご来園！！  

 

養護 デイ・センター 

甲子園に到着！ 

 新鮮なイチゴたっぷり♪♪ 

ヨイショ！ ヨイショ！ 

相撲の大ファン 感涙！！ 

今日はラッキー☆ 

職員も大興奮(^^) 

どこへ行っても 

拍手喝采 

大人気！！ 



 

 三 

理事長方針 

 社会福祉事業は国、県、市町、そして福祉施設及び

福祉事業所で成り立っている。 

 この４つが連携をとりながら、それぞれに機能する

ことにより、国民は安心して福祉施設及び福祉事業

所を利用することが出来る。 

 特に福祉施設及び福祉事業所を運営している社

会福祉法人の役割は重大である。 

 それぞれの社会福祉法人は、それぞれの理念に従

い、育み、利用者の求める幸せを共に作り上げなけ

ればならない。 

 私たち鶴林園の職員は、これに応じて、伝統を守る

とともに、さらなる未来を見つめて前進していかなけ

ればならない。 

デイ・センター                 管理者 井上 有希子  

 ご利用者にはワクワクする楽しさと、同時に穏やかで和
やかな空間を、ご家族には安心できるゆとりの時間を、
職員には仕事に対する誇りとやりがいを、それぞれが実
感できるデイ・センターを目指して頑張ります。  

訪問入浴サービスセンター         管理者 入江 亮介  

 「自分の家でお風呂に入りたい。」「住み慣れた家でお
風呂を楽しんで欲しい。」というご利用者やご家族の想い
を大切に、身体を癒し、安心してご利用頂ける入浴支援
に取り組んで参ります。 

地域包括支援センターかこがわ西    管理者 坂本 明 

 地域の皆様が安心して暮らせるよう、支え合いの輪を広
げ、気軽に相談できる頼れるセンターを目指します。 
 また、一人ひとりの思いに寄り添い、丁寧な支援を心掛
けていきます。 

居宅介護支援センター            管理者 濱野 雅人 

 7名のケアマネジャーが積み重ねてきた知見やノウハウ
を活かし、センターに関わる全てのご利用者・ご家族・関
係事業所と共に、住み慣れた場所での自分らしい生活が
できる「幸せ」を分かち合える居宅介護支援事業所を目
指します。 

養護・特定養護老人ホーム        副園長 三村 知之 

 時代の変化とともに、養護老人ホームも新しい一歩を踏
み出す時が来ています。 
大切にしてきた想いはそのままに、新しい工夫を取り入れ
ながらもご利用者の皆様に、安心して過ごして頂ける毎
日を、全職員で守り続けたいと考えます。 

特別養護老人ホーム               園長 田中 英基 

 ご本人やご家族の想いを形にするため、会議へのご家
族参加や「叶えようプロジェクト」を積極的に展開します。 
地域ボランティアとの交流も強化し、社会とのつながりの
中で安心感と喜びのある暮らしを共に実現して参ります。  

ショートステイサービス            管理者 母利 政範 

 ご利用者やご家族の幸せや安心のために何ができる
か、どんなサービスが提供できるかを全職種で考え、居
心地の良い家庭的で信頼してもらえる事業所を目指しま
す。 

事務局                           局長 福島 裕之  

 創立60周年に向け、業務の効率化と働きやすい環境を
目指します。また評価制度の見直しや面談・研修を通じ
た職員の育成と定着に力を入れ、安心して長く活躍でき
る組織を築き、次代へ繋ぐ強固な経営基盤を確立してい
きます。 

1． 全職員は、鶴林園の理念である園是、サー 

    ン、そして職員心得を心の基本として、伝統 

    を守り、利用者にとっては利用しやすい、職 

    員にとっては社会の一員として働きやすい 

    不動の鶴林園の礎を構築していく。 

2． 全職員は、間近に迫った鶴林園創立60周 

   年を見据え、鶴林園の歴史を守りつつ、困難 

   な時代を生き抜くために、新しい未来に向  

   かってのオリジナル・システムを構築していく。 

ホームヘルプサービスセンター          管理者 入江 亮介  

 ご利用者の自宅へ伺い、掃除や洗濯、身体介護などを
行い、温かなコミュニケーションを大切にしながら、自分ら
しく安心して生活を続けていただけるよう支援していきま
す。 



 

 

1日(水) 
6日(月) 
8日(水) 

16日(木) 
17日(金) 
22日(水) 
27日(月) 

編
集
後
記 

養 護 

衣類販売 
ふれあいタイム 
祝膳の日・4月生まれ誕生会 
喫茶 
創立記念日式典 
ときめき講座 
映画鑑賞会 
地域清掃(6階) 

毎週火曜日・金曜日 ティータイム  
毎週水曜日 書道クラブ・音楽クラブ 
毎週金曜日  移動スーパー 

              生き生き体操   
 毎週日曜日  出張理美容 

デイ・センター 

特 養 
 特定養護 

衣類販売 
ふれあいタイム 
祝膳の日・4月生まれ誕生会 
映画鑑賞会（3階） 
喫茶 
創立記念日式典 
映画鑑賞会（2階） 
カラオケ（2階） 
映画鑑賞会（4階） 

毎週火曜日・金曜日  ティータイム  
第1・3火曜日     移動スーパー                
第2・4木曜日     書道クラブ 
毎週日曜日        出張理美容 

1日(水)～5日(日) お花見 

1日(水) 
8日(水) 

 
13日(月) 
16日(木) 
17日(金) 
20日(月) 
22日(水) 
24日(金) 

1日(水) 
2日(木) 
8日(水)

15日(水) 
17日(金) 

 
22日(水) 

四 

お花見ドライブツアー 

祝膳の日 
喫茶 
創立記念祝膳 
誕生パーティー 
手作りおやつ 
(フルーツポンチ) 

毎週水曜日・日曜日 
                    ティータイム 

毎週土曜日・日曜日   
          レクリエーション 
毎週日曜日   出張理美容 

「サーン」（信条） 

社会福祉法人鶴林園は 

ご利用者に 

どんなときにも心あたたまる応対をし 

きめ細かなサービスを提供することが 

最も大切な使命と心得ています 

私たちは 

ご利用者の充実した生活を支援するため 

常に各々の希望やニーズを先取りする感覚で臨み 

最適サービスと快適設備の提供に努力します 

私たちは 

プロとして 

担当業務に関する知識・技術・ノウハウを 

積極的に習得します 

また ご利用者に 

ご満足頂けるサービスを提供し続けるためには 

自らの志の高さと 

人としての完成度を高めていくことが 

大前提と考えており 全員参加で 

日々挑戦していきます 

4月の予定 

出張！介護・福祉なんでも相談 

※なんでも相談は予約不要・相談無料です。 
  事前に連絡頂ければお待たせしません。 

お 問 い 合 わ せ ・ お 申 込 み 
地域包括支援センターかこがわ西 
電話 ： 079－452－2097 

加 古 川 西 公 民 館 
4月28日（火） 

13：30～16：00 

志 方 公 民 館 
4月24日（金） 

10：00～12：00 

  月 火 水 木 金 土 

第１週 交流活動週間 

  1 2 3 4 

雑巾作り ～みんなで楽しくちくちくタイム～ 

第２週 ふれあい活動週間 

6 7 8 9 10 11 

花の神経衰弱ゲーム ～絵を合わせて～ 

第３週 健康リハビリ週間 

13 14 15 16 17 18 

春の体力測定 ～新学期恒例～ 

第４週 趣味・創作活動週間 

20 21 22 23 24 25 

しろやま喫茶 ～作ろう！フルーツ大福～ 

第５週 お楽しみ活動週間 
27 28 29 30   

 射的ゲーム ～命中！集中！熱中！～ 

1日(水)～3日(金) お花見 

 春の外歩きを楽しみましょう 

春の花や新緑がきれいな季節になりました。 
外に出て景色を楽しみながら体を動かすと、
気分もすっきりし、フレイル予防にもつながり
ます。 
無理なく、春の散歩を楽しんでみませんか？ 

 

新
年
度
が
始
ま
り
、
心
新
た
な
気
持
ち
で
四
月
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

鶴
林
園
で
は
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
園
庭
は
春
の
や
わ
ら
か
な

彩
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

ご
利
用
者
の
皆
様
も
、
そ
の
景
色
を
楽
し
ま
れ
、
穏
や
か
な
時
間

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
関
わ
り
の
中
で
、
ご
利
用
者
お
一

人
お
ひ
と
り
の
笑
顔
や
小
さ
な
変
化
を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

そ
の
中
で
生
ま
れ
る
い
き
い
き
と
し
た
ご
様
子
や
心
温
ま
る
ひ
と

と
き
を
、
「
鶴
林
」
を
通
し
て
引
き
続
き
お
伝
え
し
て 

参
り
ま
す
。 

 

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

真
） 


